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論 文 内 容 の 要 旨

本論文はサツマイモ属(Ipomoea 属) サツマイモ節(Batatas節) に属する8種, すなわち, I.lacunosa,

I.leucantha,I.1riloba(以上, 2 倍種), I.gracilis,I.littoralis, I.tiliacea(以上, 4 倍種), I.bataias

および Z. trijida(以上, 6倍種) について系統学的研究を行ない, その結果に基づいてサツマイモ (I.

batatas)の起原を論じたものである｡

著者はまず, 文献調査によってサツマイモ節植物の分類に関する知見を整理し, それに基づいて, 京都

大学が収集した多数の系統の分類学的同定を行なった｡ ついで, その結果 と従来報告されている結果を総

合して, 8種の地理的ならびに生態的分布を明らかにしたO すなわち, I.batatasを別にすれば, 温帯地

方に分布するのは Z.lacunosaのみであって, 他の6種 はすべて熱帯地方に存在す る｡ その うち, I.

leucanthaとZ.lnjidaは熱帯アメ1) カにのみ分布し, 他の4 種は熱帯のほぼ全域に広がる｡ また, 生態

的分布に関していえば, I.gracilisと 7.1ittoralisは海岸に, I.leucantha, I.triloba,I.tiliaceaおよ

び Z.trLjidaは内陸に分布する｡

これら自然種 (探検で採集された3倍性Z. trZjidaを含む) および Z.leucantha とZ.littoralisより人

為的に合成した6 倍体の諸系統の間で広範な交雑実験を行ない, それらが 2 つの交雑可能群, すなわち,

A群 (A艮nis系) とB群 (Batatas系) に分けられることを明らかにした｡ さらに, B群に属する種ある

いは系統問の交雑でしばしば雅の不発育が観察されるが, これは2つの補足遺伝子 Zl と 72 に支配され

ており, サツマイモ節植物はこのうちいずれの遺伝子を有するかによって, さらに2つの群 (Il 群 と Ⅰ2

秤) に分けられること, そして,Ⅰ2 群には Z.batatasのほかに, I. tnjida,I.1ittoralisが所属すること

を示した｡

ついで, これら雑種の F 2, B l 世代における形質分離を肱発育, 煤性形質, 種々の菓形質およびペルオ

キシダーゼ ･ザイモグラムについて観察し, それぞれの分離様式は, I.batatas部分的に分化したゲノム

からなる同質 6 倍体であって, Z･ trtjida, および Z.leucanthaと 7.1ittoralisから合成した6 倍体と同じ
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ゲノム構成をもつと想定した場合に期待される分離様式に一致することを示した｡

最後に, 8種すべてについて, 花冠長, 種子長, 着花数, 開花日, 自殖性, 根部肥大性, 黒斑病菌の感

染によって生成される抗菌性テルペン頬など多 くの形質を調査し, 8 種は連続的な形質の移行を示すが,

そのなかで, Z･batatasは I. tnjida(3倍体を含む) や Z.littoralisに比較的似ていることを明らかに

した｡

以上の結果から, サツマイモの起原を論じ, I.leucanthaとZ.littoralisの交雑によって生じた3倍体

の染色体倍加によって Z. trtjida が出現し, これが栽培化されて Z.batatasになったという結論に到達

した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

サツマイモはサツマイモ属 (Ipomoea属) サツマイモ節 (Batatas節) に属する6倍性の作物であるが,

同じ節に属する 2,4および6倍性野生種との系統関係についてはまだ定説がない｡ 本論文は京都大学が収

集した系統を中心に, サツマイモ節8種の系統学的研究を行ない, その結果からサツマイモの起原を考察

したものである｡

著者はまず, 文献調査によってサツマイモ節植物の分類に関する知見を整理し, これに基づいて上記収

集系統の分類学的同定を行ない, その結果と従来報告されている結果を総合して8種の地理的ならびに坐

態的分布を明らかにした｡ ついで, これら自然種および Z.leucantha(2倍性) ×7.1ittoralis(4倍性) よ

り人為的に合成した6 倍体の諸系統を用いて広範な交雑実験を行ない, (1)それらが 2 つの交雑可能群 (A

群とB群) に分けられること,(2)B群植物は雑種肱の不発育を支配する補足遺伝子に関して, さらに2つ

の群 (Il 群と Ⅰ2群) に分けられ, I.batatasは Z. trtjida(6倍性), L.littoralisとともに Ⅰ2 群に属

すること, および(3) F 2 や B l 世代における葉の形態, 腔の不発育, ペルオキシダーゼ ･ザイモグラムな

どの諸形質の分離様式は, I. batatas, I. trtjidaおよび Z.leucanthaxZ.littoralis由来の6倍体が部分的

に分化したゲノムをもつ, 同種類の同質6倍体と想定 した場合に期待される分離様式に一致すること, な

どを明らかにした｡ 最後に, 8種すべてについて花冠など多 くの形質の変異を調査し, これらの種は連続

的な形質の移行を示すが, そのなかで, I.batatasは Z. trtjidaや Z.littoralisと比較的似ていることを

明らかにした. そして, このような結果を総合してサツマイモの起原を考察し, I.leucanthaと Z･litto-

ralisの交雑から Z. trljida類似の3倍体を生じ, その染色体倍加によって出現した Z･ trljida が栽培化

されて I.batatasになったという結論に到達した｡

以上のように本論文はサツマイモ近縁種の系統的関係とサツマイモの遺伝および起原に関して重要な新

知見を加えたものであり, 有用植物の遺伝学に貢献するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-1012-




